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耳川水系総合土砂管理現場見学会の様子

●耳川流域の総合的な土砂管理に関わる各種事業
を地域、行政及び当社の連携のもと、継続的に評
価・改善しながら進める。

目　　的

●関係市町村長、漁協、森林組合、住民代表、学識者、
宮崎県、国、及び当社。メンバー

●流域共通の管理目標や基本理念及び行動計画の
設定

●流域の各事業に関する実施計画の評価・改善
取組内容

耳川水系総合土砂管理に関する委員会

（注） 2009年7月より検討開始（約4年経過）。
　　 2013年度は評価・改善委員会(1回)とワーキング(2回)を実施

無電柱化後

無電柱化前

鹿児島県内の地中化路線（2013年度整備）

環境アセスメントの実施状況
地点名種別

法
ア
セ
ス
※１

自
主
ア
セ
ス
※2

発電方式

地熱

実施状況

方法書手続きを実施。
現地での環境調査を実施中。

環境アセスメントを実施。
（2013 年11 月終了）

内燃力

環境アセスメントを実施。
（2014 年4 月終了）

黒島発電所
２号更新計画
（鹿児島県三島村）

みしま

くろ しま

硫黄島発電所
１号更新計画
（鹿児島県三島村）

みしま

い  おう  じま

口之島発電所
２号更新計画
（鹿児島県十島村）

としま

くち   の   しま

大岳発電所
更新計画

（大分県九重町）
ここのえ

おおたけ

水力
準備書手続き及び評価書手続きを
実施。
環境アセスメント手続完了。
（2013 年12 月）

塚原発電所
更新計画

（宮崎県諸塚村）
もろつか

つかばる

対象事業規模要件 手続きフロー（第１種事業）

　　　　：環境アセスメントに関する法手続き
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第１種事業
必ず環境アセスメント

を行う

第２種事業
環境アセスメントが必要か
どうかを個別に判断

出力３万kW以上

出力15万kW以上

出力１万kW以上

すべて

出力１万kW以上

出力2.25万kW以上３万kW未満

出力11.25万kW以上15万kW未満

出力0.75万kW以上１万kW未満

－

出力0.75万kW以上１万kW未満

（　　　　　　　）（　　　　　  ）
水 力

火 力

地 熱

原子力

風 力

宮崎県日向市で行われ
た「耳川水系総合土砂管
理に関する評価・改善委
員会（第2回 H25.07）」

・環境アセスメント
（環境影響評価）

・環境影響評価法

・（環境影響評価）
方法書

・（環境影響評価）
準備書　

・（環境影響）
評価書

・（計画段階環境）
配慮書

用語集を
ご覧ください

・ステーク
ホルダー

・環境モニタリング

・生態系

・無電柱化

用語集を
ご覧ください

ステーク
ホルダー
のご意見

自転車に乗ることが多いので、無電柱化を更に推進してほしい。

発電所などの建設にあたっては、環境影響評価
法等に基づき、その周辺環境の保全を図るため、
自然環境（大気、水質、生物）等の調査を行い、建
設や運用が周辺環境に及ぼす影響を事前に予測・
評価し、その結果に基づいて環境保全のための
適切な措置を
講じています。

地域環境の保全

（1）環境アセスメント（環境影響評価）の実施

2005年の台風14号による記録的な降雨の影響
で、耳川（宮崎県）では、山の斜面の崩壊や過去最大
の浸水など土砂に起因する甚大な災害が発生したた
め、当社では、流域関係者と一体となって、土砂流下
に必要なダムの改造工事や環境変化を把握するため
の環境モニタリング調査などを実施しています。
ダムの改造工事後は、洪水時に上流からダム貯水
池に流れ込む土砂を下流に流す「ダム通砂運用」を
計画しており、これにより、ダム上流域における川底
上昇に伴う浸水リスクの軽減が図られます。また、
下流河川や沿岸域における川底低下や海岸侵食の
抑制、河原の洗浄効果の促進等による生態系を含
む流域環境の改善が期待されます。

（2）ダム改造工事等による環境改善

無電柱化については、都市景観への配慮や安全
で快適な通行空間の確保等を踏まえ、全国大での
合意（国土交通省、関係省庁、電線管理者等）に基
づき、1986年度から計画的に進めています。
これまでの取組みにより、当社管内では、市街地
の幹線道路等を中心に、約780km（2014年３月末
現在）を無電柱化しました。

（3）無電柱化の推進

宮崎県は、「いい耳川」の実現を目的とする「耳川
水系総合土砂管理計画」に基づき、流域関係者との
連携体制を新たに構築し、総合的な土砂管理に関す
る議論を行っています。
この体制を通じて、流域関係者は協働で、山地か

らダム、河川、海にわたる様々な流域の事業を実施
しており、ダム設置者である当社は、河川の安全、
水の利用及び環境の保全の観点から、中核である
ダム通砂運用の継続的な改善などを積極的に推進
していきます。

■ 耳川における流域関係者との連携体制

3
設備形成における環境への配慮

電力設備形成時においては、設備や地域の特性に応じた適切な環境アセスメントの実施等により、環境配慮
を図るとともに、周辺環境との調和に努めています。

1

■ 発電所における環境アセスメントの実施状況
2013年度は、発電所の設備更新にあたって、環境影響評価法等に基づき、上表のとおり環境アセスメント

を実施しました。
具体的には、2013年7月に大岳発電所更新計画における環境影響評価方法書の手続きを完了し、2013年
9月から現地での環境調査を実施しています。また、塚原発電所更新計画については、2013年12月に環境ア
セスメントに係るすべての手続きを完了し、2014年5月から更新工事を始めています。
今後も、法等に基づきアセスメントを確実に実施します。

※1：環境影響評価法に基づいて行う環境アセスメントの手続き。
※2：環境影響評価法及び自治体の環境評価条例の対象規模に該当しないが、

環境保全を目的として自主的に実施。

　環境影響評価法（一般ルール）及び電気事業法（発電所固有の手続き）に基づき、以下の規模要件に該当する発電所を
建設する場合は、環境アセスメントを行うことになります。
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